
社は創業Ҏ来、岩手をフィールドに公共施設、商業
施設、ҩ療・ࢱ施設、ྺ࢙・จ化施設、事務所、工場、
建ڃるまで多くの建築設計を手がけてきた一ࢸにډॅ
築士事務所である。設計にあたり、社が大にしてい
ることは、ґཔओが求めるものを創造することはݴうま
でもなく、さらにґཔओのためになるものを作ることで
ある。それらを౿ま͑、地域の෩とจ化にࠜ͟し、地
域の精神と資源を新技術に活かし「地域のເを形にする
こと」、その݁果として「地域の心を๛かにすること」、「地
域にًきを༩͑ること」を社のコンセプトとして掲げ
ている。
これを実現するには、ҙঊ性が高いデβインの考案が
求められる。ҙঊ性とは、ح抜性や新性をҙຯするも
のではなく建築物の目的、用్や立地件、そこにॅま
う人、ར用する人、さらにはྺ࢙的എܠといͬた建築物
を取りרくすての件と融合するデβインを指してい
る。
ҙঊ性の高い建築物を作るためには、いくつかクリア
すき՝があり、そのなかでも重要なことは、デβイ
ンと性能໘のଥ性である。ґཔओである施ओがرす
るデβインをそのまま設計にөすると構造強度や設備、
අ用で性能໘と大きなズレを生͡ることが多い。デβイ
ンと性能という方のଥ性を೧出するためには、設計
ஈ֊でԿ度も検証を重Ͷる必要があり、これには大な
。と設計人工（設計士の作業量୯Ґ）が必要となるؒ࣌
次にڍげられる՝が、施ओと設計者及び工事業者と
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成果
BIM ソフトとアドオン解析ソフトと
の連携によって多彩なシミュレーショ
ンが容易になった。３次元で外観・内
観を確認できるため、設計の手戻りを
最小限に抑えることが可能となった。

経緯
施主と工事業者の完成イメージ
を共有化することで、設計手戻
り及び各詳細設計図の整合性
を向上させ、設計人工（設計士
の作業量単位）削減を目指した。

実施内容
３次元CAD技術を用いた BIM 環境を導
入。ひとつの設計案件に対しチームで同
時に作業を進めるため、計画的なオペレー
ション教育を実施。簡易な BIMモデルを
作成し、社内プレゼンテーションを行った。

�� औΓΈͷՌ

�� ͷऔΓΈޙࠓ

の成イメージの共有化である。施ओの多くは建築知ࣝ
にしく、図໘から立体的な成イメージを導き出すの
はしい。また、ҙঊ性の高まりとともに高度な建築技
術を必要とされるため、経験๛な工事業者が必要とな
る。施ओと設計者、工事業者ؒのこうしたΪャップをຒ
めないまま建築工事を進めることは、成後の建物をݟ
て「イメージと異なる」といͬた施ओとのトラブルにつ
ながることとなる。
成予イメージを共有化するためには、建築パース
図（成予図）や、モックアップ（模型）などが用い
られているが、ઐ門業者へ発注し、作製することにより
外注අがかさΉことになる。また、ҙঊ性が高いデβイ
ンの場合、新たな設計؍点を構築しながら図໘を書き直
すことも少なくないため、設計ஈ֊の手りや後りが
発生し、設計人工が増大する向にある。
このようなから、社は３次元$"D（コンピュー
ターにより設計、モデルを作成するシステム）技術を用
いた#*.環境システムを導入し、高いҙঊ性を࣋つ建築
デβインの実現、ฒびに設計にかかる発注から納品まで
のؒ࣌短縮と提案力の拡大を図り、ྑ質な設計体制の構
築を目指すこととした。

今のࡢ *5 化のྲྀれにともない、設計業քでも *5 化が
進Μでいる。作図する$"Dソフトや設計支援ソフト、ݟ
ੵりソフトなどは業務の効率化を図るものとして多くの
設計事務所が導入している。社では、平成 �年よりコ

ンピューターઐスタッフを雇用し、*5 技術による設計
業務の効率化をਪ進している。̎次元データから３次元
（3D）化へのҠ行を模ࡧし、その有効性を確ೝしてきた
実があるなかで、高いҙঊ性を࣋つ建築デβインの実
現とリードタイムの短縮に最దなものが３次元$"D技術
を用いた#*.�環境システムであると断した。
「#*.」とは、「#VJMEJOH�*OGPSNBUJPO�.PEFMJOH」のུ
শで、コンピューター上に作成した３次元建築物のデジ
タルモデルにコストや上げ、管理情報などのଐ性デー
タを加した建築物のデータϕースである。さらには施
工からそのҡ࣋管理までのあらΏる工程で情報活用を行
うためのソリューション（、՝解ܾの手ஈ）とい
う໘も࣋ち合Θせている。
3次元 $"Dによる #*. 環境システムを導入したこと
で、これまでのパース図やモックアップなどを作成する
際に作られた３次元モデルとは異なり、実際に建築物を
施工する前にコンピューター上で３次元モデルの生成を
行い、それを活用しҙঊ、構造、設備などの様やコス
トをͻとつのデータで管理することがՄ能となͬた。ま
た、環境性能やシミュレーション、エコロジーという໘
でのコスト効率のよい施工計画が実現した。

社内コンピューターઐスタッフが、#*.ソフトのج
本オϖレーションを運用する全スタッフにߨशした݁果、
ҙঊ性の高いデβインを実現するう͑で՝となͬてい
た、成後の建築物とのイメージΪャップが͑られ、

。成予を設計ஈ֊で確ೝすることがՄ能となͬた
また、#*.ソフトでは３次元データをجに施ओ、設計者、
工事業者ؒで同࣌に確ೝすることができるため、大෯な
設計リードタイムの短縮及び設計人工の削ݮが実証され
た。#*.ソフトで作成した３次元画૾をコンピューター
画໘により、外؍や内؍を確ೝしながら自༝にݟられる
ことは、̎次元図໘だけではද現がしい空ؒの提案力
向上にもつながͬた。

社は �໊の設計技術者を༴し、ͻとつの設計案件に
全һがͻとつのチームとして同࣌に作業を進めているた
め、今後は#*.ソフトの計画的なオϖレーションڭ育を
全һに実施し、技術レϕルの達成を測定していくことと
なる。また、ै来の̎次元図໘による設計ϫークフロー
から、#*.をར用した設計ϫークフローにҠ行すること
となる。その際には、作成要ߝや手ॱをهしたΨイドラ
インを作成する΄か、アドオン解析ソフトとの࿈ܞによ
り多࠼なシミュレーションなど、最దなルールを構築し
作業の効率化を図ることとしている。
現在、県内で #*. 環境を導入している設計事務所は、
大手ゼωコンを含め΄とΜどݟ受けられないঢ়گである。
今後は本事業で取り組Μだ成果を活かし、#*.をར用
した設計業務を行うઌ進的建築士事務所として、建築物
の品質向上、工期短縮、コスト低ݮにめڝ૪力強化を
図り、県内をは͡めとしてۙ県からの受注に݁びつけて
いきたい。

のどかな花巻の地に溶け込んだ、情緒あふれるバス停にも高い意匠
性が感じられる。

街に溶け込み、景観に統一感を持たせる高い意匠性は、社屋にも活かされている。

コンピューター上で３次元モデル生成を行い、意匠、構造、設備な
どの仕様やコストを 1つのデータで管理することが可能に。

BIM システムを先駆けて導入したこと
により、建築物の品質、工期、コスト
など総合的な向上が目指せると語る、
代表取締役の木村清且さん。

制作室長の三浦信幸さん。コンピュー
ター専任スタッフとして BIMシステム
をはじめとする IT 技術を活用した設計
業務を担っている。

代表者名　代表取締役　木村 清且
設　　立　1989 年 5月
所 在 地　〒 025-0063 岩手県花巻市下小舟渡 237-3

TEL：0198-23-3818　FAX：0198-23-3291
URL：http://www.kimura-sekkei-at.com/
E-mail：k-kimura@kimura-sekkei-at.jp

資 本 金　1,000 万円
従業員数　10 名
事業内容　 住宅、公共施設、商業施設等建築物の設計
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